






































































oloc,jヨ (1987)､Ol互Cg (1996)､JUN (2000)などの研究があり､これらの先行研究
で得られた知見は､おおむね以下の2点にまとめられる｡



















性別 年齢 生育地 韓国での 日本語学習歴 日本滞在歴 備考
Kl 女 20代後半 ソウル 約 5年6ケ月 約 7年 日本語学校で ｢日本二酔憐｣の授業担当
K2 女 40代前半 ソウル 約3年 約 11年 大学で留学生を対象に ｢日本語｣の授業担当
K3 女 30代前半 ソウル 約4年6ケ月 約3年 貿易会社勤務
K4 女 20代後半 ソウル 約 3年 約 7年 学生
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E表2】インフォーマント (日本語母語話者)のプロフィール
性別 年齢 生育地 職業
Jl 女 20代後半 横浜 日本語教師
J2 女 30代前半 東京 日本語教師




























































を測った｡また､冒頭の上昇幅は ｢まゆみが?｣と ｢メモが?｣から最終畜節 ｢～が｣を
除いた ｢まゆみ｣と｢メモ｣の開始部からFoのピーク (B)までを測定した｡最終蓄節 ｢～
が?｣の上昇幅は､/ga/の母音/a/の始端付近に見られる最小値 (C)から終端付
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図211Klによる韓国語の ｢問い返し｣の/may-umika/?のFoの測定位置と各音節長の測定区間


































3名 (Jl､J2､J3)による ｢問い返し｣の ｢まゆみが?｣のFo曲線の典型例を重ね
合わせた図4-6(次貢)のFo形状と､図4-1-図4-5の点線で示されている学
習者の日本語発話のFo形状は全体的に似通っていることから､このことが読み取れる｡
図4-1 Klによる日韓の ｢問い返し｣発話 図4-2 K2による日韓の ｢問い返し｣発話
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図4-3 K3による日韓の ｢問い返し｣発話 図4-4 K4による日韓の ｢問い返し｣発話
図4-5 K5による日韓の ｢問い返し｣発話 図4-6 日本語母語話者による ｢問い返し｣発話
2.｢疑い｣の ｢まゆみが/mayumiga/?｣の発話では､図5-5(次貢)に見られる






図5-1 Klによる日韓の ｢疑い｣発話 図5-2 K2による日韓の ｢疑い｣発話
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図5-3 K3による日韓の ｢疑い｣発話 図5-4 K4による日韓の ｢疑い｣発話
















図6-1 Klによる日韓の ｢問い返し｣発話 図6-2K2による日韓の ｢問い返し｣発話
図6-3K3による日韓の ｢問い返し｣発話 図6-4K4による日韓の ｢問い返し｣発話











図7-1 Klによる日韓の ｢疑い｣発話 図7-2K2による日韓の ｢疑い｣発話




図7-3 K3による日韓の ｢疑い｣発話 図7-4K4による日韓の ｢疑い｣発話











監表3】 日本語母語話者と学習者の発話の開始値 単位 :st
日本語発話 韓国語発話 日本語発話 韓国語発話
｢まゆみが?｣ /mayumikaj? ｢メモが?｣ /memoka/?
問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い
Jl 53.4 51.8 ＼ ＼ 58.2 53.8＼ ＼
J2 56.2 54.0 ＼ ＼ 60.9 54.5＼ ＼
J3 55_8 53,4 ＼ ＼ 60.6 56.6＼ ＼
K1 57.1 57.4 57.8 56.1 58.4 56.9 58.5 57.5
K2 53.4 51.2 52.2 51.8 54.6 53.6 53.6 53.2
K3 56A 52.6 53,6 50.2 55_1 54.7 54.8 55.4
K4 55.3 53.8 55_0 54,0 59_6 57.8 55.0 55.8






【表4】 日本語母語話者と学習者の冒頭の上昇幅 単位 .st
｢まゆみが?｣ ｢メモが?｣
問返 疑い 問返 疑い
Jl 6.8 8.1 4.5 8.9
J2 7.6 9.4 6.6 ll.3
J3 6.4 9.8 4.3 13.0
平均 6.9(0.60) 9.1(0ー89) 5.1(1.27) 1日 (2.06)
Ⅹ1 4.7 5.3 2.9 6.7
K2 4.1 13.4 4_5 7▲0
E3 2.4 S_7 0.6 3.2
K4 0.2 5.4 1.3 5.3
K5 5.7 7.0 5.2 9.3
( )内は標準偏差





1.日本語母語話者の発話では ｢問い返し｣と ｢疑い｣の最終書節の上昇幅の差が ｢まゆ
みが?｣で0- I.3セミトー ン､｢メモが?｣で-0.1-2.8セミトー ンの範囲内に収まっ








Jl J2 J3 Kl K2 K3 K4 K5
まゆみが? 問い返し 8.1 6.0 5.8 3.9 ll.0 7.0 4.6 6.6疑い 9 71 15.1 169 12.2 50 4
上昇幅の差 0 0.9 1.3 ll.2 5.9 5.2 0.4 0.2
メモが? 問い返し 14.6 16.0 12.2 8.1 12A 13.2 4.9 ll.5疑い 5 5 50 14.5 3,9 75 12.5 8
JI J2J3KI K2K3K4 K5
国日本語発話 ｢まゆみが?｣問返 口日本語発話 ｢まゆみが?｣疑い


















日本語発話 韓国語発話 日本語発話 韓国語発話
｢まゆみが?｣ /mayumika/? ｢メモが?｣ /InemOka/?
問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い
J1 8,1 8.1 ＼ ＼ 14.6 14.5 ＼ ＼
J2 6.0 6.9 ＼ ＼ 16.0 16.5 ＼ ＼
J3 5.8 7.1 ＼ ＼ 12.2 15.0 ＼ ＼
K1 3.9 15.1 10.1 16.8 8.1 14.5 9.1 14,4
K2 ll.0 16.9 ll.3 21ー5 l2.4 13ー9 ll.5 18.5
K3 7.0 12.2 12.9 6ー.9 13.2 17_5 ll.3 18.0























日本語発話 韓国語発話 日本語発話 韓国語発話
｢まゆみが?｣ /mayumika/? ｢メモが?｣ /memoka/?
問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い
J1 15.4 16.9 ＼ ＼ 14.6 14.5 ＼ ＼
J2 14.3 17.2 ＼ ＼ 16.0 16.5 ＼ ＼
J3 13.2 18.3 ＼ ＼ 12.2 16.0 ＼ ＼
K1 8.9 15.1 10.3 16.9 8.3 14.5 10.9 l礼丁
K2 17.1 16.9 18.6 21.5 12,4 13.9 17.8 16.5
K3 12.6 15.2 16.2 19.9 13.6 7ー.8 13.8 18.0
K4 9.0 ll.2 9.3 12.6 5.0 12.5 9.8 13.1









【表8】 日本語母語話者と学習者の発話長 単位 :msec
日本語発話 韓国語発話 日本語発話 韓国語発話
｢まゆみが?｣ /mayumika/? ｢メモが?｣ /memoka/?
問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い 問返 疑い
J1 620.7 798_9 ＼ ＼ 573.2 856.8 ＼ ＼
J2 643.9 847.ー ＼ ＼ 594.8 妻768.7 ＼ ＼
J3 613.2 778.8 ＼ ＼ 525.1 772.1 ＼ ＼
K1 672.3 716.0 725.6 841.6 535B 643.4 567.2 682.7
K2 53616 727.7 569.6 8ー8.0 469,8 553.5 466.0 707.3
K3 547.8 637.9 596.4 665.3 419.0 561.2 409,3 544.9
K4 603.7 681.5 647.6 688.9 561.6 686.2 504.6 605.6















J1 ∋J2萱J3 ∃ 1 【 K2 【 3 【 K4 】K51











? ? ? ? ー ?
? ???…? ? ?? ?
ー ? ー ? ー%504321
K1 【 K2 K3 ≧ K426.5JT 五rm仙 K5 ∃長 日本語 問い返し】 26.7 28.1 】24.8⊇
恒日本語疑い 28.6 29.8 28.8 E26T5 喜25ー2
口韓国語問い返し∃26=4 29.7 25.2 21.7 i29.2














































韓国語話者の日韓両酋声による｢パラ言語情軌 の実現に関する考察 -｢問い返し｣と｢疑い｣の比較を中心に- 101
5.まとめと今後の課題
本稿では､韓国語を母語とする日本語学習者を対象に目標言語である日本語音声と母



































6)川上 (1956)の ｢早上がり型｣および ｢遅上がり型｣イントネーションとは､アクセント型の実現
について言及したものである｡また､川上では ｢パラ言語情事鋸 という用語の代わりに ｢感情｣とい
うことばで述べられている｡
7) 増本 (2002)では ｢パラ言語｣という用語を用いず､本稿でいう ｢疑い｣の ｢パラ言語情報｣につ
いては ｢否定的傾きのある問い返し文｣としている｡ここでいう ｢傾き｣とは ｢疑問視されている事
態の是非について､話し手が肯定､否定のどちらの答えを期待するかという話し手の見込み｣(安達
1999)を指している｡








































桜庭京子 ･小泉敏 ･箆一彦 (2004)｢｢ピカチュウ｣に込められた感情感性｣『酋声研究』
8-1.
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